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1. まえがき

近畿大学原子力研究所における平成4年4月より平

成5年3月までの1年間の放射線管理の結果を報告す

るo平成4年度における放射線業務従事者は原子力研

究所および理工学部，薬学部，農学部など教員55名，

卒業研究のため原子炉施設利用の理工学部，農学部学

生22名，障害防止法に係る放射線業務従事者として理

工学部学生など47名(京大原子炉実験所などへの外部

派遣学生を含む〉計124名が放射線管理の対象となっ

7こ。

平成4年度の原子炉の運転状況は，最高熱出力1W，

積算熱出力 297.06W• hr， 延運転時間578.18時間で

あった。中性子発生装置の運転は今年度実施されなか

った。科学技術庁による平成4年度に実施された原子

炉施設定期検査は平成4年4月2--4日および保安規

定遵守状況調査は平成4年7月21日に行われ，無事合

格した。本報では平成4年度に定期的に実施した環境

放射能調査等の結果について報告する。

2. 個人管理

2.1 健康診断

原子力研究所原子炉施設保安規定，および放射線障

害予防規定に基づく放射線業務従事者に対する健康診

断のうち，血液検査は放射線業務に従事する前および

従事してからは年1回実施した。

検査は当大学医学部附属病院に測定を依頼して行っ

た。その結果を第1--4表に示した。乙れによると白

血球数において 3，OOO--4，000/mm3の範囲の者が3

名，赤血球数において 350--400方/mm3の者が1名

および血色素量 12g/dl未満が3名いたが，再検査お

第1表白血球数

平成4年5月
検査 年 月

教職員 A寸主Z与 生

車数

9，000以上 5 4 

5，000--9，000 46 55 

4，000--5，000 16 21 

C/mm3) 4，000未満 1 2 

計 68人 82人

第2表赤血球数

検査
平成4年5月

年 月
教職員 ナ，u.t. 生

550以上 5 21 

450--550 54 55 

400--450 8 6 

(万/mm3) 400未満 。
言十 68人 82人

qu 
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第3表血色素量

平成4年5月
検査 年 月

教職員 Aず主必・ 生

16.0以上 19 37 

14.0--16.。 41 37 

12.0--14.。 7 6 

(g /dP) 12.0未満 2 

計 68人 82人
一

第4表白血球百分率

平成4年5月
検査年月

教職員 A十"与 生

好球中
得状核 1.0--8.5% 1.0--11.0% 

分葉核 38.0--72.0% 24.0--69.5% 

好 酸 球 0.5--15.0% 0.5--12.0% 

好塩基球 0.0--3.0% 0.1--3.0% 

リンパ球 19.5--50.0% 11.5--65.0% 

単 球 2.0--12.5% 2.5--14.0% 

よび問診等により，生理学的変動および低血色素性貧

血で，放射線被ばくによると思われる異常とは認めら

れなかった。その他皮膚，爪の異常および水晶体の混

濁などについても放射線被ばくによると思われる異常

はなかった。

2.2 個人被ぱく線量当量の管理

個人被ばく線量当量の測定は昨年度までと同様にフ

ィルムバッジを主に，必要に応じて熱蛍光線量計(以

下 TLDとする〉またはポケット線量計を補助線量計

として行ったロフイノレムバッジは広範囲用 (X，r， s 

線)，中性子線用あるいは T線用が用いられ，作業者の

利用頻度により 1カ月あるいは3カ月ごとに実効線量

当量の測定を業者に依頼しているo フイノレムバッジな

どによる 1年間の実効線量当量を第5表に示した。乙

れによると年間の実効線量当量は最高0.2mSvで実効

線量当量限度および組織線量当量限度に達した者はな

く，中性子線用フイノレムバッジによる測定では検出限

界以上の者は皆無であった。平成4年度の1人平均実

効線量当量は放射線業務従事者については，いずれも

フィルムバッジの測定結果で，検出限界以下は0とし

て集積したのでOであった。作業時の実効線量当量の

管理目標値，調査レベソレを乙えた場合は皆無で，原子

炉施設およびトレーサー・加速器棟における作業にお

いて内部被ばくの予想される事例はなかった。

3. 研究室管理

3.1 場所におりる線量当量率の測定

原子炉施設およびトレーサー・加速器棟における線

量当量率の測定は電離箱式エリアモニタによる連続測

定および記録の他，電離箱式サーベイメータ (Aloka

製 ICS-31lおよび ICS-151など)， GM管式サーベ

イメータ (Aloka製 TGS-123など〉を用いて行っ

たD また平均 r線線量当量率は個人被ばく線量測定
用のフイノレムバッジおよび TLD(松下電器産業側製，

UD-200S， CaS04 (Tm))を用いて lカ月間の積算線

量当量から計算lとより求めた。

3.1.1 フィルムバッジによる測定

第6表にフイノレムバッジによる月間積算線量当量の

測定結果を示した。これによると原子炉施設内におい

て測定を行った点のうち，原子炉遮蔽タンク上部にお

いて平成4年10月， 12月および平成 5年2月に月間

0.3mSvと最高値を，また年聞における T線の集積

線量当量においても，原子炉遮蔽タンク上部が最高で

第5表放射線業務従事者の実効線量当量

出土
線量当量分布

投総-線mS量量v) ぞ禁<5 5--15 15--25 25--30 50< 合計

教 員 55 。 。 。 。 55 。 0.0 。
Aず~ 生 49 。 。 。 。 49 。 0.0 。
計 104 。 。 。 。 104 。 0.0 。

※“0.1mSv以下"(検出限界以下)はOとして集積した。
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第6表各施設における月間集積線量当量 単位:mSv 

平成 4 年 平成 5年
年集当積線量量間測定位置

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

原子炉遮蔽タンク上部 X 0.2 0.2 X X 
原
原子炉室入口 X X X 0.1 X 
子
中性子源照射場所 X X X X X 
炉
核燃料物質取扱場所 X X X X X 
施
核燃料物質保管場所 X X X X X 
設
コントロール室 X X X X X 

加速器操作室 X X X X X 
ト

レ RI
H - 1 室 X X X X X 

実 H - 2 室 X X X X X 

1 験
L 室 X X X X X 

サ
室 L - 2 室 X X X X X 

RI貯蔵室前廊下 X X X X X . 
排気機械室 X X X X 
加
排水ポンプ室 X X X X X 
速
L - 1室外壁 X X X X X 
器

扉前 X X X X X 
棟 廃棄物保管施設

外 X X X X X 

X 線 室 1 X X X X X 

X 線 室 2 X X X X X 

周辺監視区域境界(4ケ所) X X X X X 

原子炉運転延熱出力(W・h) 6.72 22.56 25.77 21.29 22.93 

X: <0.1C検出限界以下)

1.5mおとなった。検出限界以下 (X)はOとして集

積した。トレーサー・加速器棟における各点では，RI 

実験室H-2室においてわ 10月に 0.1mSvの最高値

を示し，それ以外は 0.1mSv以下，すなわち喫検出限

界以下"であった。中性子線量は中性子線用フィルム

バッジによる測定でいずれの場所も"検出限界以下"

であった。

3.1.2 TLDによる測定

TLD による月間平均 r線線量当量率 (μSv/hr)は

1カ月閣の積算線量〈μSv)を設置時間で割り，計算

した。原子炉施設内8点(第1図〉における月平均 T

線線量当量率の 1年閣の経時変動を第7表，第2図l乙

X 0.3 0.2 0.3 X 0.3 X 1.5+6X 

X X X 0.1 X X X O.2+10X 

X X X X X X X 12X 

X X X X X X X 12X 

X X X X X X X 12X 

X X X X X X X 12X 

X X X X X X X 12X 

X X X X X X X 12X 

0.1 0.1 X X X X X 0.2+lOX 

X X X X X X X 12X 

X X X X X X X 12X 

X X X X X X X 12X 

X X X X X X X llX 

X X X X X X X 12X 

X X X X X X X 12X 

X X X X X X X 12X 

X X X X X X X 12X 

X X X X X X X 12X 

X X X X X X X 12X 

X X X X X X X 12X 

24.84 59.96 27.41 29.54 14.17 36.60 5.27 297.06 

示した。乙れによると原子炉室内においては，原子炉

稼働時閣の多かった平成4年10月，平成5年2月に高

く，最高値は原子炉遮蔽タンク南下部において最高値

0.69.μSv/hr を示した。 トレーサー・加速器棟15点

(第3図〉の月平均r線線量当量率の変動を第8表，

第4図に示した。最高値は貯蔵室前で 0.37iμSv/hr，

貯蔵室隣の RI実験室で 0.24μSv/hrであったが，

その他は年平均値でほぼ 0.11μSv/hr以下であったo

この T線線量当量率の最高値を示す場所，原子炉蔽

遮タンク南下部において， 1週48時間作業を行ったと

しても 33μSv/Wとなり，作業場所における線量限度

1mSv/Wをはるかに下回っているo
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原子炉室

実
験
室

I 原子炉 l 

¥"7:"匂7(上〉

8 ('下〉室J々モ機
械
室

1・

-測定点

第1図原子炉施設における T線線量当量率測定点

第7表 原子炉施設内における月間平均γ線線量当量率の変動

No. 担d 定 場 所
変動範囲 平 均 値
(XlO-2μSv/h) (x 10-2μSv/h) 

モ ーー タ 室 7.55--8.71 8.26::1: 0.35 * 
2 コ ン ト ロ ール室 7.63--9.86 9.00::1: 0.66 

3 原 子 炉 室 入 口 8.73--20.83 12.68::1: 4.12 

4 核燃料物質保管場所 9.65--12.57 10.95::1: 0.96 

5 中性子源照射場所 10.88--14.28 12.80::1: 1.14 

6 核燃料物質取扱場所 9.07--13.20 11.06::1: 1.33 

7 原子炉遮蔽タンク上部 13.06--37.70 25.43::1: 8.00 

8 原子炉遮蔽タンク南下部 15.5 --69.2 38.30::1:17.61 
L ー-ー-

*標準偏差

(μSvlh) 

，50 

一一・一ーモニタ室

.40 
一--0一一コントロール室

一“+一一原子炉室入口
.30 

一一←ー核燃料物質保管場所

.20 

.10 

o 

平成4年 平成5年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月刊月 12月 1月 2月 3月

第2-1図原子炉施設内における月間平均 r線線量当量率の変動
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一一・一一中性子源照射場所

一一任ー核燃料物質取扱場所

一-一一原子炉遮蔽タンク上部

一一←ー原子炉遮厳タンク南下部

平成4年 平成5年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

第2-2図 原子炉施設内における月間平均 r線線量当量率の変動

fμSvlb) 
.30 

;'0 

.10 

o 

N十-+-

第3図 トレーサー・加速器棟における T線線量当量率測定点

-一一廊下 (H室前)

-D--H・2室

一一・-H-l室

一一←ーー L-2~量

平成4年 ' 平成5年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月、 12月。 1月 2月 3月

第4-1図 トレーサー・加速器棟内における月間平均 T線線量当量率の変動
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ωSvth) 
.25 
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.剖
---0-一加速器操作室

一一←ー・排水ポンプ室
.15 

トド斗J寸当~戸弓
.05 

o 

平成4年 平成5年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 S月

第4-2図 トレーサー・加速器棟内における月間平均 T線線量当量率の変動
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第4-3図 トレーサー・加速器棟内における月間平均 r線線量当量率の変動
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トレーサー・加速器棟内における月間平均 r線線量当量率の変動
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第8表 トレーサ・加速器棟内における月間平均γ線線量当量率の変動

No. 調リ 定 場 所
変動範囲 平 均 値
(x 10-2μSv/h) (x 10-2μSv/h) 

1 RI 実 験 室 9.96"'23.95 19.41:J: 3.32 * 
2 H 2 室 9.20""12.96 10.13土1.01

3 H l 室 9.85""12.08 11.15::1: 0.82 
ペ

4 L 2 室 9.49""11.45 10.56::1: 0.57 

5 L 室 9.01，;...，10.10 9.66::1: 0.30 

6 加 速 器 操 作 室 7.45""10.88 8.69土0.83

7 排 水 ポ ン ブ 室 7.94""11.85 8.99::1: 0.98 

8 排 気 機 械 室 8.12"" 9.70 8.94土0.47

9 視t 定 室 10.08""11.19 10.64土0.31

10 貯 蔵 室 前 30.52""36.63 32.92::1: 1.75 

11 暗 室 9.02"'11.04 10.31::1: 0.61 

12 廊 下(H 室前〉 7.81 ""13.67 9.04::1: 1.50 

13 廊 下( L 室前) 7.87""10.80 9.01::1: 0.85 

14 放 射 線 管 理 室 8.94""13.56 10.06土1.22

15 汚 染 検 査 室 8.88"'20.23 10.38::1: 3.11 
一一一

*標準偏差

ニタによるγ線線量当量率 (μSv/h) 

原子炉遮蔽|原子炉遮蔽=-;? .= = """ d::7 | I ßj{-r~阿一西壁|実 験 室|積算熱

定昨問年伺月|長E手i主託諒z詰申iki副i託記tdl全:エ均1:記i主諒玩z申雨k託i4日品:L均4唱嘱品判1:匡』同闘E寵臨割師L詰胡師z制醍臨叫|院院附岡長紅陪悶酔Z2珂昨z割昨I~凶全錦平均|匡2基臨岡醐L詳胡誹z割耽師問|院院陪岡長紅開悶I茸盟:1全鞠叫JJ[k品ぽ(為rtr子

:一一::日:瓦:::::=: 

4 --6 月1 12 叫 0 叫 0ω悶叫8剖叫11 3“悶6白51 0 判 0 叫 0 叫 0 叫 0 判 0 利 0.16叫10 吋 55.05 

t
i
一
A
u
-
-
唱
i

一
庁
t

一
n
U
一
可
t

一

A
吐
一

P
O

A
古
一

R
U
一
Q
U
一
1
ょ

一

氏
U
一
ワ
白
一

n
u

一
O
U

ワ
』
一

n
u
一
円
。
一

aせ
一

ρ
O
一
民
U

一
戸
O

一
可
t

n
d
一
n
A
一
噌
i

一
唱
i

一

円

。

一

一

Fhu

一
n
v

一

一

唱

i

一

一

一

一

一

n
L

5
一
A
吐
一
戸

b
一

5
一

5
h
8佳
一

F
O

一
氏
U

唱
i

一
t
i
-
-
i
一

1
i

一
唱
1

一
唱
i

一
1
i

一
唱
i

n
u
一
n
u
一
円
U

一

n
U

一
n
u
一
円
U

一
円
U

一
ハ
U

Fhd
一

a佳
一

Fhu
一

Fhu

一
-hu
一
凋
佳
一

Fhd

一
泊
生

唱
E4
一
tEム
一

4
，i
一

4Eよ
一
噌
E
i
h
4
2
A
-
4
E
i
-
4
E
A

n
U
一
n
u
一
n
U
一

n
u
-
n
U
一
n
U
一

n
u

一
n
U

ワ
t

一
0
0

一
Q
U
一
ワ
』
一
ワ
t

一
円
i

一
ヴ
t

一
Q
u

t
i
一
寸
i
-
t
i
一
唱
i

一
t
i
一
t
i
-
-
i
-
t
i

n
U
i
一
口
U

一
日
U

一
ハ
U

一
ハ
U

一
円
U

一

n
u

一
向
U

2
一

9
一

1
-
8
一

O
一

9
一

9
一

2

n
o
一
n
d
一
円
。
一

n
r
u
h
n
d
一
円
L
-
n
d
-
n
d

n
u
一
n
u
一
n
u
一
円
U
H
n
u
一
n
u
一

n
u

一
n
u

n
u
一
ワ
t

一
只
U
一
庁
I

↑
庁
I

一
Q
d
-
a
u

一
n
u

n
d
一
円
4

一
の
A

一
円
L

一
。
A
一
円
L

一
q
L

一
q
u

n
U
一
n
u
一
円
U

一

n
u

一
n
u
一
ハ
U

一

A
U

一
n
U

8
一

9
一

5
一

O
一

5
一

7
一

2
一

8

5
一
6
一

6
一

6
一

7
一

7
一

7
一

6

n
u
一
n
U
一
n
u
一

n
u

一
n
U
一
n
U
一
n
u

一
n
U

Q
U
一
n
u
一
Q
d
一
可
』
一
ワ
t

一
円
。
一

q
o

一
A
せ

4
一

5
一

5
一

3
一

5
一

3
一

4
一

5

n
U
一
n
U
一
ハ
U

一

n
U

一
n
U
一
n
U
一
n
u
-
n
U

Q
U
一
可
t

一
Q
U
一
庁
i

一
円
i

一
Q
U
一
Q
U

一
Q
d

n
L
一
円
A

一
つ
山
一
ワ
白
一

n
L
一
つ
山
一

q
A

一
9
u

n
u
…
n
U
一
n
u
一

n
U
ぃ

n
U
一
ハ
U

一
n
U

一
n
u

q
h
一
Q
d
一
q
u
一
可
I

一
1
4
一
Q
u
一

θω

一
ワ
白

Q
U
一
Q
d
一
円
L

一
円
I

一
ワ
山
一

Q
U
一
n
U
{
n
U

2
一

4
一

4
一

3
一

5
一

2
一

4
一

4

n
U
一
円
。
一
ワ
t

一
ワ
I

一
n
u
一
つ
臼
一

A
古
一

F
O

n
u
一
n
u
一
q
u
一
「
O

一
A
斗
一
円
。
一
円
I

一
Q
d

T
i
一
t
i
一
唱
i

一

n
u

一
t
i
一
ハ
U

一
n
u

一
n
U

6
一

4
一

5
-
4
一

4
一

5
一

4
一

6

4
i
一
4
1
一
4
i
一
噌
i

一
唱
i

一
噌
i

一
噌
i

一
噌
i

n
u
一
ハ
U
一
ハ
U

一

n
U

一
n
u
一
ハ
U

一
n
u

一
n
U

3
一

6
一

pu--
一

O
一

4
一

O
一

8

に
υ
一
G
U
一
戸
O

一

Q
U

一
1
i
一
q
A
一
司
t

一
F
O

O
一

8
一

5j
一

4
一

1
一

O
一

5
一

4

1
一

14
一

1
一

1
一

2
一

1
二

1
一

1

月

一

月

一

月

一

月

一

月

一

月

一

月

一

均

日

一

回

一

ロ

一

1
一

2
一

3
一

3
一

匹

…

~

一

成

年

一

一

~

、

一

一

叩

一

平

5
一

一

1
一

年

- 37-



森嶋他:放射線管理

時lζ限って連続吸引測定を行った。原子炉施設および

3.1.3 連続放射線総合モニタによる測定 トレーサー・加速器棟の管理区域内(それぞれ炉室内

原子炉施設およびトレーサー・加速器棟において および各使用施設内〉の空気中放射性物質濃度(全F放

は，いずれも富士電機側製 Tエリアモニタ， ダスト 射能濃度〉の測定を富士電機製固定ろ紙式ダストモニ

モニタ，ガスモニタ，水モニタを設置する連続放射線 タ (NAD-1.NHR)により行い，その結果を第12表

総合モニタiとより放射線監視および連続記録を実施し および第四表に示した。これによると，原子炉施設の

ている。原子炉室内の線量当量率の測定は電離箱式エ 管理区域における放射性物質濃度の年平均値は，原子

リアモニタ(富士電機製，容量 5l) ~とより行い，原 炉運転中および休止時についてダスト吸引中の飽和値

子炉施設におけるエリアモニタにより測定した月間平 では，それぞれ 3.4x 10-6Bq/cm3および 4.9X 10-6 

均線量当量率の変動を第9表に示した。また，あわせ Bq/cm3 と，ダスト吸引停止10時間後および17時間後

て原子炉運転中の平均値，原子炉運転休止時(パック については，原子炉運転中および休止時いずれも 2.0

グラウンド〉の平均値も示した。パックグラウンドは x 1O-7Bq/cm3および 1.2--1.3x 10-7Bq/cm3 とほぼ

年平均 0.14--0.30.μSv/hrで原子炉運転中および全 同じレベルになった。第14表に原子力研究所原子炉施

平均における月間平均値の最高は，原子炉遮蔽タンク 設周辺監視区域界付近における空気中放射性物質濃度

上部で平成5年2月の 21.1μSv/hrおよび1.4.μSv/ を示した。吸引中飽和値の年平均値は 1.1x 1O-6Bq/ 

hrであったが，乙れは原子炉運転による積算熱出力 cm3であった。乙れは自然放射性核種であるラドン・

量に大きく影響されているものと思われるo トロン系の崩壊産物を含むもので第15表に示した原子

炉の運転実績により計算で求めた 41Ar濃度とほぼ同

3.2 空気中および水中放射能濃度の測定 じ値となっている。

3.2.1 空気中放射能濃度の測定 1) 排気口における平均放射性物質濃度

原子炉施設およびトレーサー・加速器棟における排 原子炉施設における平成4年度の放射性気体廃棄物

気口の空気中放射能濃度は富士電機製連続ろ紙式ダス の放出量を第16表に示した。ガスモニタによる実測値

トモニタを用いて測定し，第四.11表に測定結果をま はいずれの3カ月聞においても検出限界以下であった

とめた。原子炉施設においては排気フィルター後で連 ため，排気口における平均放射性物質濃度を1ワット

続測定を，トレーサー・加速器棟においては施設使用 原子炉運転実績により計算で求めた。 UTR-KINKI.

第10表総合モニタによる原子炉施設放射能管理記録

調リ 定 項 目
平成4年

7--9月 10--12月
平成5年

B.G. *4 
4--6月 1--3月

排気口ダスト βγ*1 平均値 。:t 2.7 0.04:t 3.4 O:t 6.6 。士 5.0 48.3 :t2.14 
C10-BBq/cmう 最高値 11.3 :t 3.4 13.3 :t 4.1 4.6:t 9.0 3.8土 7.1

排気口ダスト α*1 平均値 。:t10.0 。:t13.6 。:t18.4 。士12.0 45.0 :t6.66 
C10-9Bq/cmう 最高値 10.0 :t12.0 18.0 :t16.0 15.6 :t26.4 。土21.6

排気ガス βγ*1 平均値 0.11:t 2.37 。土 2.3 。:t 2.3 。土 2.4 24.3 :t0.83 
(1O-3Bq/cm3) 最高値 2.1 :t 2.42 1.6 :t 2.4 2.0 :t 2.4 2.0 :t 2.4 

βγ*2 平均値 o :t 3.57 0.41:t 3.53 0.41:t 3.55 0.61:t 3.55 32.5 :t1.29 
C10-2Bq/ cm 3) 最高値 1.43:t 3.61 2.04:t 3.57 2.04:t 3.75 2.04:t 3.81 

水

βγ*3 平均値 1.81:t 0.09 1.02:t 0.07 0.65:t 0.06 0.55土 0.07

(1O-4Bq/ cm 3) 最高値 2.12土 0.17 1.92:t 0.16 1.28:t 0.13 0.87:t 0.12 

*1 天然ラドンおよびトロン系の崩壊産物を含む
*2 廃液貯留槽A-2槽より総合モニタによる測定
*3 廃液貯留槽A-4槽より採水法による測定
*4 原子炉運転休止時のパックグラウンドレベル

oo 
qu 
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第11表 トレーサー・加速器棟の排気口における空気中放射性物質濃度 (cps) 

空気中放射能濃度 :sγ | 空気中放射能濃度 :α

空気中飽和値 | 吸引停止17時間後 | 空気中飽和値 | 吸引停止17時間後

<0.10 (<0.1) 平成4年4月 3.9--13.0 ( 8.4) I 0.30.......0.40 ( 0.35) I 0.16.......0.50 ( 0.32) 

5月 5.0--15.0( 9.2) I 0.30.......0.40 ( 0.35) I 0.21.......0.50 ( 0.30) I <0.10 (<0.1) 

6月 5.0.......17.0( 9.7) I 0.29.......0.40 ( 0.37) I 0.22.......0.69 ( 0.34) I <0.10 (<0.1) 

7月

8月

9月

5.5.......16.0 (12.3) I 0.33--0.50 ( 0.40) I 0.30.......0.50 ( 0.39) <0.10 (<0.1) 

3.0.......17.0 (10.5) I 0.32.......0.45 ( 0.38) I 0.15.......0.45 ( 0.32) <0.10 (<0.1) 

3.8.......16.0 ( 7.1) I 0.29.......0.43 ( 0.36) I 0.20.......0.45 ( 0.29) <0.10 (<0.1) 

10月 3.4.......17.5(10.1) I 0.30.......0.41 ( 0.36) I 0.21.......0.52 ( 0.35) I <0.10 (<0.1) 

11月 3.1.......20.0(10.4) I 0.25.......0.40 ( 0.33) I 0.15--0.60 ( 0.42) I <0.10 (<0.1) 

12月 4.0--16.0( 8.1) I 0.30---0.41 ( 0.33) I 0.15--0.50 ( 0.30) I く0.10(<0.1) 

平成5年1月 3.1.......13.0( 7.2) I 0.26--0.40 ( 0.31) I 0.20--0.51 ( 0.32) I <0.10 (<0.1) 

2月 3.1--8.6 ( 6.0) I 0.25--0.49 ( 0.33) I 0.15--0.63 ( 0.30) I <0.10 (<0.1) 

3月 3.2--10.0( 6.2) I 0.25--0.40 ( 0.34) I 0.15--0.47 ( 0.28) I <0.10 (<0.1) 
年平均
(cps) 

年平均
(Bq/cm3) 

* 標準偏差

8.77土1.93* 0.33:t0.042 <0.1 0.35:t0.025 

2.61xlO-6 <3.30xlO-8 1.04 X 10-7 1.09XlO-7 

年

第12表 管理区域(原子炉室)における全3空気中放射性物質濃度

ダスト吸引飽和値

月 |(xlO-6 Bq/cmう

l原子炉運転中| 休止時

吸引停止10時間後
(xlO-7 Bq/cmう

原子炉運転中| 休止時

吸引停止17時間後
(xlO-7 Bq/cm3) 

原子炉運転中| 休止時

平成4年4月

5月

6月

3.84 1.90 1.93 1.14 1.26 4.25 

4.69 l.91 l.23 1.33 4.53 2.12 

2.57 5.10 3.11 l.83 l.19 l.83 

r~fi:i~-+--t~~-fi:~~--+-i:~~f--t:~~ft~~ 
9月

10月

11月

2.02 2.56 l.60 2.88 l.76 l.15 

2.23 1.84 l.13 2.18 2.10 l.31 

3.01 3.14 l.77 l.50 2.44 2.70 

平成;5~Y~-fEif--+~~fi:~~f~:i~ft~~+i:~:
;~-I--t~~I-ti~I+~i-l-i:~~lt~~li:~~ 

年平均 I3.3判 81* I 4.94土l.90I 2.04:t0.32 I 2.02土0.35I l.32士0.26I l.24:t0.22 
* 標準偏差

nu 
qu 
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第13表 トレーサー・加速器棟管理区域における空気中放射性物質濃度

ダスト吸引飽和値 | 吸引停止10時間後
範 囲|平均値|範囲|平均値

月年

単位:10-7 Bq/cm3 

吸引停止17時間後

範 囲|平均値

平成4年4月I7.55~16.0 I 12.63土2.59I 1.13--4.52 I 2.33:1:1.07 I 0.71--2.63 I 1.34土0.62

5月I4.48--18.0 I 12.45土4.27I 0.09--2.06 I 1.11:1:0.52 I 0.00--1.12 I 0.60:1:0.25 

6月I3.84--18.82 I 1O.35:t4.11 I 0.47--3.19 I 1.45:1:0.74 I 0.09--2.00 I 0.84:1:0.51 

一一一….一……….…….一….一-一一一…-一一-一一-一司 T 男竺到.~ 一fι:担三19.7竺竺引9りl.一1子竺与与ι仔円.1竺1竺竺1戸8空:t4子竺l一-一O.‘?匂6--竺三三ゴ-一，3.9子り:タ竺竺竺?竺竺竺引2引一--~ 一一1.6竺?竺
8月

9月I5.00--21.9 I 11.25:t4.65 I 0.38--3.66 I 2.13:1:1.12 I 0.19--2.90 I 1.39士0.97

::ilit;|:;;主 I-~:-~と-:::|;::::::;|:と~:~i++詑;:
12月I8.30--27.6 I 15.00土6.13I 0.85--4.76 I 2.60士1.14I 0.47--2.85 I 1.45:1:0.65 

平成5年1月I6.72--18.2 I 14.53:t3.76 I 0.85--3.79 I 2.31:1:0.94 I 0.66--2.85 I 

2月I11.0--28.9 I 16.18:t5.52 I 1.15--10.8 I 3.49:1:2.84 I 0.06--7.80 I 2.34:1:2.16 

3月I6.40--25.5 I 14.78:t5.99 I 1.13--4.77 I 2.79:1:1.29 I 0.75--2.86 I 1.65:1:0.80 

年平均 13.89:1:2.57* 2.3附 72 1.38:1:0.48 

-測定停止
*標準偏差

第14表 周辺監視区域境界付近における空気中放射性物質濃度

年 月 | 吸引飽和値 | 吸引停止鵬間後
平成4年4月

7月2日 8.3 0.75 

7月31日 7.2 0.66 

9月21日 9.4 0.75 

10月27日 8.5 ND 

11月25日 16.1 0.95 

12月24日 13.3 2.38 

平成5年2月1日 18.2 0.28 

2月24日

3月30日

平均

一;測定停止
ND;検出限界以下
*標準偏差

12.5 0.29 

7.8 0.76 

10.5:t3.9 * 0.72:1:0.61 

-40ー

単位:10-7 Bq/cm3 

吸引停止17時間後

0.47 

0.47 

0.56 

ND 

0.66 

0.19 

0.38 

0.44:1:0.31 
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第15表放射性気体廃棄物の放出量 (原子炉施設全体)

実 調リ

期 間
全希ガス 1311 

平4月成，4年6 月 ※検以出限界下

7月"""9月 /1 

10月"""12月 f〆

平
1月成
，5年3 月 〆'/

平成4年度 /，〆

一;測定していない
※;検出限界 :1.7 x 103 Bq/sec 
放出管理目標値:1.8X 108Bq 

値

その他

計算によるいAr)

運(W転実・h績) 放(出B実q)績 (放Bq出/率h) 排気(口Bqの/平cm均う濃度
備考

55.05 8.15x106 3.73x103 1.39 X 10-6 

69.06 1.02x 107 4.63 X 103 1. 73 X 10-6 

116.91 1.73 X 107 7.84x103 2.93 X 10-6 

56.04 8.29X106 3.84X 103 1.44 X 10-6 

297.06 4.40X 107 5.02 x103 1.88 X 10-6 

「放射線管理マニュアル」に定める値(1.48X 105 Bq/h)に，当施設の年間の最大運転実績を1，200時間と
して，放出目標値は年間1.8X108Bqである。

第16表 原子炉施設の周辺監視区域境界付近における気体廃棄物による実効線量当量

期 間 | 平成4年4月~平成5年3月

運転実績 297.06 W ・ hr 

放出実績 4.40x 107 Bq 

放出率 5.02x103 Bq/h 

排気口の平均放射性物質濃度

周辺監視区域付近の平均放射性物質濃度

γ線外部被ばくによる実効線量当量

lワットで運転した場合の 41Ar生成率を「放射線管

理マニュアノレJより 1.48x 105Bq/hrとして

41Ar放出率(Bq/hr)

4lAr生成率(Bq/hr)x年聞の運転実績(hr)
当該期間の時間(365x24hr) 

排気口の平均放射性物質濃度(Bq/cmり
lAr放出率(Bq/hr)
換気率(crn3/hr)

乙こで施設の換気率は 44.6m3/minである。近畿大

学原子炉施設における放射性気体廃棄物の放出管理目

標値は 41Ar生成率に，当施設の年間の最大運転実績

(1ワット時)1，200時間を乗じた年間1.7x108Bqで

あるが，今年度の放出量は管理目標値を充分下回って

いる。さらに，これらの放出実績をもとに周辺監視区

域境界付近における気体廃棄物のみによる被ばく評価

を以下 2)，3)により計算して第16表に示した。これ

によると，総合モニタによる気体廃棄物に由来すると

1.88xlO-6 Bq/cm3 

2.22x 10-10 Bq/cm3 

1.70x10-4μSv/y 

思われる放射性物質濃度は検出限界以下であるため，

原子炉の 1年聞の運転実績をもとに計算した r線外

部被ばくによる線量当量は，年間1.7x10-4，μSvと非

常に低い。

2) 周辺監視区域境界付近の平均放射性物質濃度

気象条件として，大気安定度F，最多風向きを北東

として原子炉から南西方向へ 70mの周辺監視区域境

界付近での最大濃度を次に計算する。風速 2.6m/sec

として角田，飯島の「英国法による濃度分布計算図」

(JAERI-ll01)によると，高さ 16mの排気筒からの

放出量 1Bq/hr，風速 1m/sec，大気安定度Fの場合

の最大地表放射性物質濃度は約 1.15x 1O-7Bq/m3で，

その出現地点は風下約 700mである。

最大地表放射能濃度 (Bq/rnり
1.15x10イ (Bq/rn3)x排気口での放出率(Bq/hr)

2.6 

- 41-
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3) r線外部被ばくによる全身被ばく線量当量評価

大気安定度Fの場合，放出率 1Bq/hr，r線エネノレ

ギー 1MeV，その時の風速 1m/sec，排気筒の高さ

16m 1<::対して放出点から最も近い人家のある地点で

予想される被ばくは 8.1x10-12，μSv/hr と計算され

る。線量当量評価のうち α線の被ばくは含まず，ス

カイシャインについては問題とならない。

被ばく評価値 (μSv/year)

=8.1 X 10-12 (μSv/hr) x平均 41Ar放出率 (Bq/

hr) xCxt (hr)/2.6 

C エネルギー補正係数1.242(41Arの T線エネ

ノレギーに対する〉

t 当該期間の時間 (365x24hr) 

2.6 :調和平均速度 (m/sec)

3.2.2 廃水中の放射能濃度

廃水中の放射能濃度は放射線総合モニタにより A-

2槽について連続測定し，廃水溝へ放出する前には採

水法により測定に行った。原子炉施設およびトレーサ

ー・加速器棟における廃水中の全戸放射能濃度を第

四表に示した。

これによると原子炉施設廃水は採水法による測定で

最高 2.1x 10-4Bq/mlで当所の廃水中の調査レベル以

下であり，年間の放出量は 3.9x 103Bqであった。原

子炉施設における放射性液体廃棄物の放出管理目標値

は40K換算で年間 3.7x107Bqであり，平成4年度にお

いては充分下回っている。トレーサー・加速器棟の廃

水については最高 1.4x 1O-3Bq/ml，年聞の放出量は

3.8X104Bqであった。廃水試料の T線核種分析結果

を第18表に示したが，乙れによるといずれの施設にお

いても 137CSが O.lBq/lオーダーの低レベノレで，他

に自然放射性核種である 40Kが検出された。 r線核

種分析は環境試料水については約 20l，植物試料は生

体約 1kg，土壌については 200gを採取し，それぞ

れ蒸発乾固物，灰分および乾土をプラスチック容器

(φ50mm)に入れ，真性 Ge半導体検出器(有効体積

80ml，プリンストンガンマテック社製の同軸型)，測

定系として NAIG社製多重波高分析器，データの収

集および解析には横河ヒューレットパッカード社製

HP-45コンピュータを用いて測定し， r線スペクト

ノレ分析により核種分析を行った。検出器は， 60Co1332 

keVの T線に対する相対検出効率は20%，半値幅は

2keVの特性をもつもので，密着状態で測定を行った。

原子炉燃料タンク 2槽 (60l容〉中の減速水の全 F放

射能濃度をローパックグラウンド 2π ガスフロー計数

装置 (AlokaLBC-451)で測定し，その結果を第四表

期

第17表廃水中の全β放射能濃度

原子炉施設

変動範囲 | 平均値

単位:10-5 Bq/mf 

トレーサー・加速器棟

変動範囲 | 平均値
間

平成4年4月--6月 18.0--21.2 20.5 :t1.02 * 
7月--9月 4.00--19.2 

18.1 :t0.91 * 17.1 --22.5 * 
10.2士0.73 10.4 --27.1 20.3 :t0.99 

10月--12月 2.53--12.8 6.52:t0.62 6.71--137.3 53.3 :t1.43 

平成5年 1月--3月 2.27--8.72 5.50:t0.73 13.86--22.83 18.35:t1.13 

* 標準偏差

期 間

第18表廃水中の7放射性核種濃度

原子炉施設

m
 

，r''' q
-
B
一

日
一
棟
一
器

位
一
速

単
一
加サレ

平成4年4月，....，;6月

Cs-137 

0.30土0.074* 
7月--9月 1.3 :t0.074 

K-40 

12土1.5*

Cs-137 

0.33:t0.074 * 
K-40 

ND 

16:t1.3 16:t1.6 * 4.6土0.15

10月--12月 ND . I ND 4.2 :t0.15 11土1.7

平成5年 1月--3月1.9土0.11 12:t1.7 2.6 :t0.12 9:t1.5 

* 計数誤差

- 42ー



Vo1. 30 (1993) 近畿大学原子力研究所年報

第四表減速水中の全β放射能濃度 単位:1O-5Bq/me 

北側タ ンク 南側タ ンク
期 間

変動範囲 平均値 変動範囲 平均値

平成4年4月--6月 0.9--7.0 3.1:::t 3.4* 0.9--15.5 6.2:::t 8.1 * 
7月'"""'9月 8.4--23.3 15.6:::t 7.5 11.4--25.3 18.1:::t 7.0 

10月'"""'12月 6.5--67.5 26.2:::t35.8 4.2--47.6 18.7:::t25.0 
平成5年 1月'"""'3月 3.8'"""'17.1 10.5士 9.4 4.3--17.0 10.7:::t 9.0 

* 標準偏差

期 間

第20表減速水中のγ放射性核種濃度

核 種 | 北側燃料タンク
ND 

n
u
'
w
-

m山
-

/
/
'
一q-
B
一
ク
一

5

一
ン
一

-
-
一

叩
一
タ
一
)

園
、
、
:
;

:・
i

-

「

位
一
燃
一

T

単
一
酬
一

平成4年4月

7月 ND ND 

原子炉室

mE12 

⑤ 
11 
0 

第5図

議
室

| 排気FIllN←ト

第6図 トレーサー・加速器棟における表面汚染密度測定点
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第21表全β放射性表面汚染密度の月別変動 単位:Bq/cm2 

年 月 |原子炉施設 (x10-5) I トレーサー・加速器棟 (x1門

平成4年4月 <10.3 < 0.91 (H-1室・流し)

5月 < 7.53 < 6.45 (加速器室・流し下・床〉

6月 <14.0 < 1.35 (加速器室・ターゲット付近・床〉

7月 < 5.70 < 9.93 (加速器室・入口・床)

8月 <10.3 < 1.15 (加速器室・ターゲット付近)
9月 <18.6 < 3.45 (H-2室・流し)

10月 < 3.86 < 8.00 (H-2室・流し)

11月 <33.3 <21.6 (加速器室・流し下・床)

12月 <13.1 <14.8 (H-2室・流し)

平成5年1月 <14.9 < 8.77 (H-2室・流し)

2月 <12.1 <27.8 (加速器室・流し下・床)

3月 < 9.37 < 5.36 (H-2室・流し)

第22表 スミア法による原子炉施設における全β表面汚染密度

No. 担d 定 位 置
全β表面汚染密度
(10-5 Bq/cm2) 

1 洗 面 4床口2、 付 近 <14.89 
モ ーー タ 室

2 管理区域床境界付近 <24.99 

3 床 <10.29 
測 定 室 (1) 

4 サイドテーブル <21.32 

5 床 <13.05 
視.u 定 室 (2) 

6 入 口 担リ 昇ニ主率二 <21.32 

7 準 備 室 床 <13.97 

8 実 験 室 床 <13.97 

9 廊 下 床 <10.29 

10 遮蔽タンク上 <33.26 
原 子 炉 室

11 床 < 9.37 

12 床 <13.05 
核燃料物質保管場所

13 入 口 付 近 < 9.37 

14 コントロール室 床 <19.48 

15 排 気 機 械 室 ダ ク ト 個リ 壁 <13.97 

16 排水ポンプ室 ポ ン フ。 上 部 <18.56 

17 入口付近・
核燃料物質取扱場所

床 < 6.62 

18 床 < 6.62 

19 中性子源照射場所 床 <10.29 
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第23表 スミア法によるトレーサー・加速器棟における全S表面汚染密度

No. i.IDl 定 位 置 全(1S0-表s面B汚q/染cm密度2) No. 調! 定 位 置 全(130-表3面B汚q/染cm密度2) 

R 1実験室流 し <1.53 23 暗 室流 し <1.31 
2 R 1実験室床 (1) <1.72 24 暗 室実験台 <0.241 
3 R 1実験室床 (2) <2.41 25 暗 室 床 <0.572 
4 R 1貯蔵室 (2) 床 <3.49 26 調リ 定 室床 (1) <1.07 
5 廊 下 (H室前) 床 <1.29 27 測定室側定台 (北) <0.176 
6 高レベル実験室 (H-2)ドラフト <3.81 28 測定室測定台 (南) <0.158 
7 高レベル実験室 (H-2)流 し <14.8 29 視リ 定 室床 (2) <1.10 
8 高レベル実験室 (H-2)床 (1) <1.14 30 廊下(測定室前) 床 <0.553 
9 高レベル実験室 (H-2)床 (2) <1.70 31 汚染検査室床 (1) <0.939 
10 高レベル実験室 (H-1)ドラフト <1.67 32 汚染検査室床 (2) <0.259 
11 高レベル実験室 (H-1)流 し <1.02 33 汚染検査室床 (3) <0.250 
12 高レベル実験室 (H-1)床 (1) <1.68 34 汚染検査室床 (4) <0.268 
13 高レベル実験室 (H-1)床 (2) <1.07 35 汚染検査室測定台 <0.149 
14 廊 下 (L室前) 床 <0.314 36 加速器操作室 床 <0.369 
15 低レベル実験室 (L-2)ドラフト <0.360 37 加速器室(入口) 床 (1) <9.93 
16 低レベル実験室 (L-2)流 し <0.581 38 加 速 器 室 ターゲット付近 <1.15 
17 低レベル実験室 (L-2)床 (1) <0.397 39 力日 速 器 室 ターゲ"/ト下台 <6.15 
18 低レベル実験室 (L-2)床 (2) <0.314 40 加 速 器 室流し下床 <27.8 
19 低レベル実験室 (L-1)ドラフト <0.232 41 加 速 器 室 床 <2.37 
20 低レベル実験室 (L-1)流 し <0.516 42 排気機械室 (2F) ダクト付近 <0.572 
21 低レベル実験室 (L-1)床 (1) <0.663 43 排水ポンプ室ポンプ付近 <0.360 
22 低レベル実験室 (L-1)床 (2) <0.480 44 トレーサー棟入口 床 <0.305 

第24表 スミア法によるトレーサー・加速器棟における3H表面汚染密度

No. 測定位置 3H(1表0-面3B汚q染/c密m度2) No. 測定位置 3H(1表0-面3B汚q染/c密m度2) 

R 1実験室流 し <3.30 23 暗 室流 し <3.21 
2 R 1実験室床 (1) <4.57 24 暗 室実験台 <0.913 
3 R 1実験室床 (2) <4.22 25 暗 室 床 <1.38 
4 R 1貯蔵室 (2) 床 <5.43 26 調リ 定 室床 (1) <1.20 
5 廊 下 (H室前) 床 <1.97 27 測定室側定台 (北) <1.28 
6 高レベル実験室 (H-2)ドラフト <3.15 28 測定室測定台 (南) <1.74 
7 高レベル実験室 (H-2)流 し <175.6 29 調リ 定 室床 (2) <1.18 
8 高レベル実験室 (H-2)床 (1) く2.53 30 廊下(測定室前) 床 <1.46 
9 高レベル実験室 (H-2)床 (2) <2.84 31 汚染検査室床 (1) <2.99 
10 高レベル実験室 (H-1)ドラフト く3.25 32 汚染検査室床 (2) <1.09 
11 高レベル実験室 (H-1)流 し <1.96 33 汚染検査室床 (3) <0.562 
12 高レベル実験室 (H-1)床 (1) <2.44 34 汚染検査室床 (4) <0.693 
13 高レベル実験室 (H-1)床 (2) <3.33 35 汚染検査室測定台 <0.393 
14 廊 下 (L室前) 床 <1.77 36 加速器操作室 床 <0.542 
15 低レベル実験室 (L-2)ドラフト <1.87 37 加速器室(入口〉 床 (1) <9.43 
16 低レベル実験室 (L-2)流 し <1.10 38 力日 速 器 室 ターゲット付近 <1.26 
17 低レベル実験室 (L-2)床 (1) <1.08 39 力日 速 器 室 ターゲット下台 <5.66 
18 低レベル実験室 (L-2)床 (2) <0.323 40 加 速 器 室流し下床 <4.31 
19 低レベル実験室 (L-1)ドラフト <1.09 41 力日 速 器 室 床 <2.59 
20 低レベル実験室 (L-1)流 し <1.93 42 排気機械室 (2F) ダクト付近 <0.784 
21 低レベル実験室 (L-1)床 (1) <0.919 43 排水ポンプ室ポンプ付近 <0.707 
22 低レベル実験室 (L-1)床 (2) <0.927 44 トレーサー棟入口 床 <1.14 
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に示した。乙れによると減速水は両タンクとも年3回

交換を行ったが，最高値は 6.8x 10-4Bq/mlで原子炉

運転の稼働時聞によって減速水の全 F放射能濃度は
0.9--67 .5X 1Q-4Bq/ml に変動している。平成4年度

北側および南側燃料タンク内の，減速水(交換は年3

回〉中の核種分析結果を第20表に示した。これによる

といずれの核種も検出されなかった。

3.3 表面汚染密度の測定

原子炉施設およびトレーサー・加速器棟の管理区域

内(第5，6図〉における床， ドラフト，流しおよび

実験台の表面汚染密度の測定はサーベイ法およびスミ

ア法によって定期的に行った。スミア法による表面汚

染密度の測定は全F放射能濃度をアロカ製2πガスフ

ロー・ローパックグラウンド計数装置 (LBC-451)に

より， 3H による表面汚染密度についてはパッカード

社製液体シンチレーション計数装置 (Tri-card2250) 

により行った。 1月に1回，原子炉施設18定点， トレ

ーサー・加速器棟44定点について測定を行った。スミ

ア法による表面汚染密度の測定結果を第21--24表に示

した。原子炉施設における最高値は 3.3x 1O-4Bqjcm2 

と調査レベルの 1/1，000以下であり，顕著な表面汚染

の事例は無かった。トレーサー・加速器棟の最高値は

加速器室、流し付近床において 2.8X 1Q-4Bq/cm2 を示

したが，これは充分調査レベJレ以下であったし，また

汚染した箇所については再度測定の結果，簡単に除染

されパックグラウンドレベルにまで低下し，加速器室

外への汚染の拡大はなかった。平成4年度における放

射性汚染の異常例はなかった。

4. 野外管理

野外管理は原子炉施設保安規定に定めるサンプリン

グ地点(第7図〉において，環境 r線線量当量率は

1カ月間の積算線量をもとに計算lとより，陸水，植物

および排水溝、比泥土などの環境試料中の全 F放射能

濃度は. 3カ月聞に1固定期的に測定を行った。

4.1 環境 r線線量当量率

環境 T線線量当量測定は TLD(UD-200S)を用

い，原子炉施設を中心に 1.5kmの範囲内11サンプリ

ング地点に 1カ月間設置して測定した積算線量当量よ

り月平均 r線線量当量率を計算し，第25表，第8図
に年間の変動を示した。これによると原子炉周辺監視

区域内の r線線量当量率は 0.073--0.116.μSv/hr，

原子炉施設敷地外のモニタリング地点では 0.064--

0.160μSv/hrと変動し，顕著に高いレベルの場所は

なかった。

4.2 環境試料中の全P放射能濃度
原子炉棟およびトレーサー・加速器棟よりの排水経

路に沿ったサンプリング地点、，原研前上流，原研前お

よび原子炉より 1.5kmにある上小阪下水処理場にお

いて採取した陸水，植物および排水溝洗泥土の全 F

放射能濃度を第26--28表に示した。陸水の全戸放射

能濃度は (0.23--3.13)xlQ-4Bq/mlであった。植物

試料(第27表〉は，イネ科などの下草およびサンゴジ

ュ科，ツバキ科について調査し，これらの植物の葉茎

部の全 F放射能を濃度で示し， 2.4--7.6Bq/g灰分で

あった。採取場所，採取時期によって同一種を試料と

することがむつかしく，全 F放射能濃度の変動が大

きい。そこで，一年を通じて採取が可能なものとして

晴ツバキペ"サンゴジュ"を選んだが，ツバキの全 F

放射能濃度は下草類の全 F放射能濃度のおよそ 1/2
となっているo この乙とは全戸放射能濃度がカリウ

ム合有量などに大きく左右されていることに起因して

いると思われる。排水溝などの沈泥土(第28表〉につ

いてはo. 64--0 . 82Bqj g乾土と採取地による差はあま
りなかった。
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No. 測定位

原子炉より北

第25表環境γ線線量当量率の変動

変動範囲
(xlO-2μSv/h) 

7.26"""' 9.43 

置

40m 

年平均
(XlO-2μSv/h) 

8.61土 0.59* 
2 I原子炉より北東 50m I 8.05"""'11.59 9.37:t 0.94 

3 I原子炉より南西 50m I 7.61"""' 9.53 8.55:t 0.53 

4 原子炉より南東 50m 7.72"""' 9.25 8.72士 0.43

5 原子炉より南東 200m 6.37"""' 8.31 7.12:t 0.56 

6 原子炉より北東 300m 7.47"""'10.30 9.04:t 0.78 

7 原子炉より北東 1，500m 7.35"""'15.97 9.02:t 2.31 

8 原子炉より北西 500m 7.09"""' 8.99 8.14:t 0.58 

9 原子炉より北東 700m 7.99"""'10.52 9.57土 0.66

10 I原子炉より北西 900m 8.03"""'11.65 9.40:t 0.90 

11 I原子炉より北西 (6F) 50m 

* 標準偏差
7.41"""' 9.41 8.32土 0.77

、.，A
 

u' 
ea 
n
F
 ，、n
M
e
d
 e
 

一-一一原子炉より 北西40m

--0-一原子炉より北東50m

m ， 一一・一一原子炉より 南西50m

一一←一原子炉より南東50m

，10 

o 

平成4年 平成5年
4月 5月 6月 7月 8月 自月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

第8-1図 周辺監視区域境界のおける月間平均 T線線量当量率の変動

fμSvlh) 
.30 

一一・一一原子炉より南東200m

--0-一原子炉より北京300m

，20 ーー+ー原子炉より北京1500m

一→ー一原子炉より北西500m

.10 

o 

平成5年平司75月 6月 7月 8月 9月 10月時間 1月 2月 3月

第8-2図 野外環境における月間平均 y線線量当量率の変動
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第8-3図 野外環境における月間平均 T線線量当量率の変動

第26表陸水の放射能

蒸発残撞量 | カリウム含有量 | 全3放射能濃度
(mg/ A) (mg/ A) (10-4 Bq/mf) 

変動範囲|平均値|変動範囲|平均値|変動範囲|平均値

上小阪下水処理場 1100~312 1 177土95* I 8.89--12.0 110.5 :t1.34 * I 0.23--3.01 11.57:t1.33 * 

採水場所

原子力研究所前 1121~271 1 205:t73 1 7.07--11.1 19.56土1.76 1 0.70--2.80 11.78土0.87

原子力研究所上流 1 177~374 1 289:t87 16.17--9.94 17.39:t1.74 1 1.65--3.13 12.46土0.68

*標準偏差

第27表植物の放射能

採取場所
種 類 生体水分 乾物当灰分 灰分当カリウム 全β放射能濃度

(科) (%) (%) (%) (Bq/g灰分)

上小阪下水処理場 サンゴジュ
66.5.......94.2 9.84--62.9 6.94~23.5 2.37~4 .42 

(81.7:t14.5*) (32.0土26.1*) (14.2:t6.9 *) (3.37:t0.87 *) 

イ ネ
54;1.......96.8 7.79--70.4 10.4.......27.8 3.70.......7.62 
(81.5:t20.0) (36.2土30.8) C16.4:t8.1) (5.00:t1.81) 

原子力研究所前
64.1.......95.2 9.83--49.6 7.16--26.2 2.92--4.03 

ツ ノイ キ
(82.3:t15.4) (27.8:t20.7) (14.2:t8.4) (3.66土0.50)

( ) 平均値 *標準偏差

採 取

第28表排水経路における沈泥土の全β放射能濃度

地 | 変動範囲

土
一
乾
一σb
一

/
/
'
-
q
一
B

一

••• 
位
一
値

単
一
均平

上小阪下水処理場 0.64--0.76 0.67:t0.07 * 

原子力研究所前 0.71--0.82 0.78:t0.05 

原子力研究所上流

*標準偏差

0.68--0.78 0.74:t0.04 
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4.3 環境試料の r線接種分析

陸水および植物の T線核種分析結果を第29--31表

に示した。陸水試料について，検出された核種は 40K

で、137CS，238Uおよび 232Thのいずれの崩壊生成核種

においても，検出された核種は 40K，7Beなどの自然

放射性核種のみであった。 137CS濃度は検出限界以下

で，チェノレノプイリ原発事故の影響山〉も少なくなっ

たものと，恩われる。喫カモジグサ"など下草類と喫ツ

パギ'についての核種分析結果の相違は，採取時期に

よって多少異なるめが，全 F放射能濃度についてもも検出されなかった。植物試料の r線核種分析結果

第29表陸水中の γ放射性核種濃度 (10-4 Bq/mP) 

採取場所 採取年月 K-40 Bi-214 Cs-137 

原主差上証
平成4年4月 3.4:t0.2 ND ND 
7月 2.7:t0.1 ND ND 
10月 1.8:t0.2 ND ND 

平成5年1月 2.0:t0.2 ND ND 

原主 要所前
平成4年4月 2.8土0.2 ND ND 
7月 1.6:t0.1 ND ND 
10月 2.8:t0.2 ND ND 

平成5年1月 3.0:t0.2 ND ND 

上最でk 書
平成4年4月 3.3:t0.2 ND ND 
7月 2.7:t0.2 ND ND 
10月 3.2:t0.2 ND ND 

平成5年1月 3.4:t0.2 ND ND 

ND:検出限界以下

第30表植物試料のγ放射性核種濃度 CBq/kg) 

採取
採取年月 試 料 K-40 Pb-212 Pb~214 Be-7 Tl-208 Cs-137 

場所

平成4年4月 サンゴジュ 162.96:t1.52 1. 12:t0.08 1.52:t0.10 12. 73:t0. 74 0.76:t0.12 ND 
7月 サンゴジュ 193.03:t1.45 0.46:t0.08 1.48:t0.10 6.90:t0.57 0.48:t0.12 ND 

原 10月 サンゴジュ 207.90:t2.52 1.28:t0.12 1.95:t0.15 7.95:t0.96 0.96:t0.18 ND 

子 平成5年1月 サンゴジュ 129 :t2.06 ND ND 8.22:t0.81 ND ND 

力 平成4年4月 ツ ノ、t キ 83.16:t2.01 5.25:t0.18 3.60:t0.20 15.27:t1.33 3.76土0.25 ND 
研 7月 ツ ノぜ キ 69. 97:t 1. 36 3.88土0.11 2.02:t0.12 6.21:t0.64 2;62:t0.16 ND 
Yり廿u 10月 ツ ノイ キ 91.97土1.673.07:t0.12 1.46:t0.13 6.18:tO.80 2.28:t0.17 ND 
所 平成5年1月 ツ ノぜ キ 161 :t2.29 ND ND 10.9 :tO.98 ND ND 
構 平成4年4月 カモジグサ 224. 79:t2 .67 ND ND 16.70:t1.18 ND ND 
内 7月 カモジグサ 184.49:t2.16 0.62:t0.15 ND 33.72土1.35 ND ND 

10月 カモジグサ 94. 94:t1. 77 ND ND 20.23土0.99 ND ND 
平成5年1月 カモジグサ 114 土2.92 ND ND 59.5 :t2.18 ND ND 

上最γ 古理場
平成4年4月 サンゴジュ 72.63:t0.89 2.09:t0.08 1. 74:t0.10 23.15:t0.79 1.46:t0.12 ND 
7月 サンゴジュ 102.28士1.300.85士0.09 1.38:t0.10 13.59:t0.73 0.56:t0‘12 ND 
10月 サンゴジュ 114.41土1.941.84:t0.12 1.58:t0.14 14.05:t1.0。1.20:t0.17 ND 

平成5年1月 サンゴジュ 115 ::t2.29 ND ND 11.8 ::t1.29 ND ND 

ND:検出限界以下
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第31表河川沈泥土試料のγ放射性核種濃度 CBq/kg乾土)

採取
採取年月 Ra-226 Pb-212 Pb-214 Tl-208 Bi-214 K-40 Os-137 

場所

平成4年4月 41.74:t8.94 30.82:t1.04 17 .69:t 1.14 24.51士1.49 15.54:t1.06 732.82:t 13.73 1.62:t0.49 

7月 28.50:t8.23 26.82:t0.94 14.57:t1.02 23.06:t 1.37 12.07:t0.94 628.20:t12.0。2.26:t0.46 
10月 29.16:t7.98 25.66土0.9212.92:t1.0。17.41:t1.29 13.47:t0.95 581.93:t1l.92 ND 

平成5年1月 ND ND ND ND ND 577 :t11.4 ND 

平成4年4月 46.82:t8.67 30.42:t1.01 16.42:t1.10 25.13土1.47 15.18:t1.03 742.53:t13.54 2.97:t0.49 

7月 39.08:t6.22 25.07:t0.65 12.90:t0.74 19.01:t0.91 12.51:t0.66 711.41:t 7.70 2.l5:t0.32 

10月 50.26土9.6724.62土1.07 13.62土1.1818.82土1.52 11.23:t1.09 614.96土13;701.78土0.52

平成5年1月 ND ND ND ND ND 697 :t14.l ND 

J場i 
平成4年4月 ND 19.19:t0.94 11.65:t1.06 12.53:t1.31 1O.99:t0.97 653.63:t 12.79 ND 

7月 ND 18.44:t1.08 1O.69:t1.23 12.25:t1.53 1O.39:t1.13 597.51土14.47 ND 
10月 ND 14.52土0.81 6.17:t0.90 9.78:t1.12 7.24:t0.82 384.83土10.08 ND 

平成5年1月 ND ND ND ND ND 582 :t 7.87 ND 
」一一一

ND:検出限界以下

見られるように，ツバキの 40K濃度が鴨下草"およ 線線量としては，普通一般には吸収線量率， μGy/hr

び"サンゴジュ"の濃度の約1/3倍の値を示した。ま として表示するのが適していると思われるが，測定結

た Th，U系列の崩壊生成核種である 212Pb，214Pb， 果そのものを校正係数による補正を行ったままの値で

208Tlが喫ツパギ'および喫サンゴジュ"に顕著に検 表した。

出され，ツバキなど樹木類と下草類の聞に特異性が見

られるようにd思われる。 参考文献
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平成4年度の原子炉施設およびトレーサー・加速器

棟における放射線管理に関する結果の概要を報告し

た。原子炉施設周辺の定期の環境放射能調査におい

て，自然放射性核種以外の長半減期放射性核種による

影響はなくなったものと d思われる。

環境 y線線量の測定は，フイノレムバッジ， TLDお

よびエリアモニタなどを用いて実施しているo環境 r

ハUFO
 


